
１．地域公共交通計画策定の進め方 

 

 

２．町の公共交通を取り巻く状況 

⑴人口減少・高齢化が進行 

⑵公共交通利用者は長期的に減少傾向 

⑶利用者の中心は 70 代以上 

⑷通院・買い物・温泉・交流施設など生活目的の移動が中心 

⑸観光客の公共交通利用は限定的 

 

  

３．既存交通のサマリー（令和 7 年度調査） 

⑴ コミュニティバス 

 

・無料で運行している。 

・令和７年度の利用者数は、3 ルート合計で 1 日平均 15.7 人であった。 

⑵ 南北シャトル便 ・1 日当たりの利用者数が 1.3 人（山側 0.57 人/便,海側 0.35 人/便）と少ない。 

⑶ デマンドタクシー ・4 台で運行しており、1 日の利用者数は 29.1 人であり、1 台あたりの 1 日 

平均利用者数は 7.3 人/台と少ない。 

・500 円区間の利用者の比率が高い。（約 6 割） 

・方面によって 1 日 7 便（7:30～16:40 発）と 5 便（9:20~15:10）あるが、定

時・不定路線での運行である。 

・最終便が方面によっては 15:10 または 16:40 となっている。 

 ＜検討課題＞ 

・デマンドタクシー、南北シャトル便、コミュニティバスの利用者数は合計しても 25 人/日程度と少ない。 

・定時運行については、全国的に利用率が低いことから、定時運行でない利便性の高い交通システムが求め

られていると推測できる。 

・そのためには住民アンケート調査を行って、ニーズをより詳細に把握する必要がある。 

 （➡利用時間・希望運行時間、利用目的、目的地、利用料金などの調査） 

 

４．既存交通の主な課題（令和 7 年度調査） 

交通手段 課題 

⑴コミュニティバス 無料だが遠回りで利便性が低い 

⑵南北シャトル便 羽咋病院アクセス目的と実際の需要が合いにくい 

⑶デマンドタクシー ドアツードアで便利だが、便時間固定・待ち時間が課題 

⑷運行体制（委託先の交通事業者） ドライバー不足・人件費燃料費上昇が課題 

 

５．調査から見えた方向性 

⑴地域住民のアンケート調査による現状と住民ニーズの把握 

⑵宝達志水町の今後の人口動態予測を見据えた課題と対応策の検討 

⑶採算性を含めた新交通（AI オンデマンド交通など）導入の検討 

⑷従来のデマンド（乗合）タクシーと新交通の共存の検討 

⑸ドライバー確保の検討 

⑹高齢化にともなう新需要への対応の検討 

    ①コミュニティ施設・遊戯施設・温泉施設・商店などとのアクセス向上設計  

    ②医療機関（金沢医科大学を含む病院など）とのアクセス向上の検討 

⑺スクールバスや介護送迎バスとの連携の可能性の検討 

⑻極端に少ない観光客誘客のための観光施設を結ぶ交通の検討 

 

宝達志水町地域公共交通計画の策定にあたっては、町の総合計画をはじめ、介護保険事業計画・高齢者福

祉計画、石川県能登地域公共交通計画などの関連計画との整合を図るとともに、国土交通省が示す「地域公

共交通のリ・デザイン」の考え方を踏まえ、町の実情に即した持続可能な公共交通体系の構築を目指し、令

和 8 年度にさらなる調査・検討を進め公共交通再編の具体化を図る。 

  

2030 年の宝達志水町の人口は 80~84 歳が最も多

くなり、次いで 75～79 歳が多い。60 歳以上の人口

増加率は 3％以上と高齢化が加速するのに対し、20

代の増加率は 1％と少なく、ますます高齢化社会に

突入していく。 

宝達志水町は、宝達志水町北部（志雄地区）・宝

達志水町南部（押水地区）・山間部地区に３区分す

ることができる。 

南部（押水地区）・北部（志雄地区）は、2 つの国道

に添って人口密度が高い。 

山間部の地域は、人口密度が低く、道路に沿って住

宅が散在している。山間地は道路が狭くなる。その

ため山間地の住宅地に行く公共交通は小型車両が

望まれる。（特に冬季） 

地域公共交通調査事業（地域公共交通計画策定）について 

赤文字の数字は令和 7 年度データにリバイス済 
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６．令和 8 年度に実施する主な調査・検討 

⑴ 地域特性と公共交通の現状整理  

 ① 町民ニーズの把握（アンケート調査） 

  ・交通利用頻度、目的（通院・買い物・通学等） 

  ・不便と感じる点、望むサービス（運行時間・形態・料金）等 

 ② 公共交通利用者アンケートの実施 

  ・実利用者への詳細調査（満足度、利便性、改善要望）等 

 

⑵ 公共交通課題の整理 

 ① 利用者減少、交通空白地帯の存在 

 ② 高齢者・交通弱者の移動手段不足 

 ③ 地域の交通事業者の課題（採算、人材不足、車両更新） 

 ④ 持続可能性に関する課題 

 

⑶ 公共交通の再編検討 

 ① データ分析の結果から、AI オンデマンド交通・公共ライドシェア導入の検討 

 ② ICT 活用（予約アプリ、キャッシュレス決済等の導入）の検討 

 ③ 官民連携を踏まえた持続可能な運営スキームの検討 

 

 

７．実施スケジュール（予定） 

 

 

 

８．新交通を検討する際の主な視点 

⑴AI オンデマンド交通の導入可能性 

⑵公共ライドシェアの検討 

⑶予約アプリ・電話予約・キャッシュレス等の ICT 活用 

⑷既存タクシー事業との役割分担 

⑸JR・病院送迎との接続 

⑹スクールバス車両等の活用可能性 

 

９．アンケートで確認する主な項目 

⑴住民アンケート 

①外出頻度 

②利用目的：通院・買い物・通学・交流等 

③現在の交通の不便な点 

④希望する運行時間・運行形態 

⑤運賃に対する考え方 

⑥新交通への期待 

 

※ A3 両面、郵送による回収（返信用封筒配布） 

全世帯 1 枚配布を予定。 

 

                         

⑵利用者アンケート 

 ①コミュニティバス 

 ②南北シャトル便 

 ③デマンドタクシー 

  

     

※ 車両内でアンケートを実施予定。 

※ 短時間で回答しやすいよう文字を太く大きく、設問数も適正にする。 

裏面 

 

表面 

 

①コミュニティバス ②南北シャトル便 ③デマンドタクシー 


